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内 容内 容

• イントロダクション

• 1.0.0リリースの目的

• 開発体制
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イントロダクション
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DAQ Middlewareの特徴DAQ‐Middlewareの特徴

• DAQシステム構築のためのフレームワーク

• ユーザはDAQコンポーネントを開発して利用• ユーザはDAQコンポーネントを開発して利用

• DAQコンポーネントは組み合わせ可能

• DAQコンポーネントは再利用可能

DAQコンポーネント開発が肝要
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DAQ‐Middlewareの開発モデルDAQ Middlewareの開発モデル

• 皆で作って使いまわそう• 皆で作って使いまわそう

再利用再利用

RepositoryRepository
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DAQコンポーネントの開発者・利用者DAQコンポ ネントの開発者 利用者

• C, C++プログラミング

• ネットワーク、標準回路、デバイス
開発者

ネットワ ク、標準回路、デバイス
の知識やプログラミング

• DAQコンポーネント開発手法

開発者

利用者 • コンフィグレーションファイル設定法

• コンディションファイル設定法

我々は「DAQコンポ ネント開発手法」の

ィ 設定法

我々は「DAQコンポーネント開発手法」の
改善を行いユーザの負担軽減に努力中
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1.0.0リリースの目的
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1 0 0リリースの目的1.0.0リリ スの目的

1. より多様な実験への対応

– DAQ‐Middleware基本部分の抽出DAQ Middleware基本部分の抽出

– リリースパッケージ構造の変更

2 ンポ ネント開発手法の改善2. コンポーネント開発手法の改善

3. OpenRTM‐aist‐1.0.0への対応p 対

4. その他雑多な改善、改良

上記1～3についてそれぞれ説明します
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1.0.0リリースの目的

より汎用な実験へ対応

リリ 目
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これまでのパッケージリリースこれまでのパッケージリリース

年 を• 2008年8月にDAQ‐Middleware 1.0‐RC1をリ
リース（講習会向け）

• 2008年10月から2009年10月までJ‐PARC MLF
PSD検出器用パッケ ジをリリ スPSD検出器用パッケージをリリース

• 2010年8月にDAQ‐Middleware 1.0.0リリース

• 次ページで年表にしました
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これまでのパッケージリリース（2）これまでのパッケ ジリリ ス（2）

OpenRTM aist

OpenRTM‐aist‐
0.4.1‐9.KEK

OpenRTM‐aist‐
0.4.1‐9.KEK

OpenRTM‐aist‐
0.4.1‐8.KEK

OpenRTM‐aist‐
0.4.1‐8.KEK

OpenRTM‐aist‐
1.0.0

OpenRTM‐aist‐
1.0.0‐RC1

OpenRTM‐aist‐
1.0.0‐RC1

OpenRTM‐aist

DAQミドルウェア基本部開発
DAQ‐Middleware DAQ‐Middleware 

DAQ‐Middleware 
1 0 0

2009 2010

1.0‐RC11.0‐RC1
1.0.0

DAQミドDAQミド

2009

MLF中性子MLF中性子

2010

中性子用 ポ ネ ト開発

12月版12月版

11月版11月版

DAQミド
ルウェア
10月版

DAQミド
ルウェア
10月版

KensDaq
‐RC1

KensDaq
‐RC1

KensDaq
‐RC2

KensDaq
‐RC2

MLF中性子
First Beam
MLF中性子
First Beam

4月版4月版

7月版7月版

10月版10月版6月版6月版

MLF中性子用DAQコンポーネント開発
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DAQ Middl 1 0 0のパ ケ ジDAQ‐Middleware 1.0.0のパッケージ

MLF用DAQコンポーネント

MLF用DAQコンポーネント

DAQ‐Middleware
基本部分

DAQ‐Middleware
基本部分

これまでのパッケージ DAQ Middleware 1 0 0これまでのパッケージ DAQ‐Middleware 1.0.0
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DAQ Middleware基本部分DAQ‐Middleware 基本部分

• DaqComponentBaseクラス

• DaqOperator (コントローラ)• DaqOperator (コントローラ)

• config.xsd (コンフィグレーションファイル用
XML スキーマ)

• SiTCP関連ライブラリ• SiTCP関連ライブラリ

• XML/HTTPプロトコル（外部システムとの
タインターフェイス）
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DAQ Middleware 1 0 0のパッケージDAQ‐Middleware 1.0.0のパッケ ジ

MLF用DAQコンポーネントXX用DAQコンポーネント YY用DAQコンポーネント

DAQ‐Middleware
基本部分基本部分

DAQ‐Middleware 1.0.0
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1.0.0リリースの目的

コンポーネント開発手法の改善

リリ 目

2010/08/05 15DAQ‐Middleware 講習会



DAQコンポーネント開発手法DAQコンポーネント開発手法

S iSkeleton Script

手動で編集 自動生成
（ソース型、シンク型）（ソ ス型、シンク型）
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1.0.0リリースの目的

OPENRTM‐AIST‐1.0.0へ対応
リリ 目
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OpenRTM aist 1 0 0OpenRTM‐aist‐1.0.0
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OpenRTM‐aist‐1 0 0OpenRTM aist 1.0.0

• OpenRTM aist 1 0 0はOMGの公式標準仕様• OpenRTM‐aist‐1.0.0はOMGの公式標準仕様
に準拠した初のバージョン

• 同期リングバッファが標準で導入された

• データ入出力ポートのステータスが標準で• データ入出力ポートのステータスが標準で
取得可能になった

我々の提案が採用された
独自の拡張は必要ない独自の拡張は必要ない
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開発体制
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オープンソースコンソシアムオープンソースコンソシアム

• オープンソースコンソーシアム（OSC）とは、計

測システム開発に必要な要素技術 システム測システム開発に必要な要素技術、システム
化技術及びその情報をできる限りアカデミッ
ク用途にオープン化し共有をはかることで、
先端計測技術の維持、改良及び発展を共同先端計測技術の維持、改良及び発展を共同
で行おうとする団体です。

• http //onlgw kek jp/OSC• http://onlgw.kek.jp/OSC
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ソフトウェアコンソシアムソフトウェアコンソシアム
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OSC（ソフトウ ア）の目的OSC（ソフトウェア）の目的

拠点と連携して

• データ収集関連ソフトウェアの研究開発

開発成果を各種実験 適• 開発成果を各種実験へ適用

• DAQ入門用セミナ 講習会による人材の• DAQ入門用セミナ、講習会による人材の
育成
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開発拠点開発拠点

大学・機関（センタ・グループ等） 代表者

産業技術総合研究所（統合知能研究Gr.） 神徳徹雄

大阪大学（核物理研究センタ） 味村周平大阪大学（核物理研究センタ） 味村周平

広島工業大学（ユビキタス技術研究センタ） 長坂康史

KEK物構研（計測システム開発室） 岸本俊二

KEK素核研（エレクトロニクスシステムGr.） 仲吉一男
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2010年6月現在
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現在の研究開発テ マ現在の研究開発テーマ

• ネットワークベースの汎用DAQソフト
ウェアフレームワークの研究開発

• DAQ‐Middlewareの実験への適用
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DAQ‐MiddlewareDAQ Middleware
開発コアチーム

産総研 神徳徹雄産総研 神徳徹雄

大阪大 味村周平

広島工大 長坂康史

千代浩司 安芳次
KEK素核研

千代浩司、安芳次、
井上栄二、仲吉一男

（株）BBT 和田正樹（共同研究）
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2010年8月現在

2010/08/05 DAQ‐Middleware 講習会



おさそいおさそい

• 開発コアチームでいっしょに• 開発コアチ ムでいっしょに
DAQ‐Middlewareの開発をしまDAQ Middlewareの開発をしま
せんか
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